
135

『
フ
ェ
ン
ス
レ
ス
』
オ
ン
ラ
イ
ン
版
（
第
四
号
）
●

特
別
付
録

資
料
１

『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
二
回
大
会

貴
司
山
治
自
筆
提
案
書
』
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新
発
見
資
料

『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
二
回
大
会

貴
司
山
治
自
筆
提
案
書
』
解
説

伊
藤

純

●
資
料
の
概
要

最
近
（
二
〇
一
五
年
）
発
見
さ
れ
た
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
二
回

大
会

貴
司
山
治
自
筆
提
案
書
』
」
（
以
下
「
提
案
書
」
と
略
記
）
は
、
表
紙
と
も
二

十
八
頁
の
冊
子
（

㎝×

㎝
・
い
わ
ゆ
る
半
紙
版
袋
と
じ
）
で
、
謄
写
版
印

16

24

刷
だ
が
、
そ
の
筆
跡
は
貴
司
山
治
自
筆
と
推
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

冊
子
の
表
紙
に
は
「
大
会
議
事
録
附
録
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
二
頁
目
に
、
同
盟

員
提
出
議
案
と
し
て
「
文
学
大
衆
化
の
問
題
」
な
ど
四
つ
の
議
題
が
列
記
さ
れ
て

い
る
。

そ
し
て
こ
の
印
刷
物
は
、
版
面
の
一
部
に
、
謄
写
版
を
沢
山
印
刷
し
た
場
合
に

生
じ
る
特
有
の
原
紙
の
破
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
恐
ら
く
数
百
部
印
刷
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
文
意
が
つ
な
が
ら
な
く
な
る
よ
う
な
乱
暴
な
墨
消
し

が
二
十
個
所
に
亘
っ
て
加
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
墨
消
し
の
意
味
は
、
山
田
清
三
郎
の
記
述
か
ら
推
定
で
き
る
。
山
田
清
三

郎
は
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
二
年
四
月
号
に
「
大
会
を
通
じ
て
同
盟
の
発

展
を
見
る
─
─
第
五
回
大
会
を
前
に
し
て
」
と
い
う
長
文
の
記
事
を
掲
載
し
て
お

り
、
こ
の
中
に
第
二
回
大
会
に
つ
い
て
も
比
較
的
詳
し
く
述
べ
て
い
る
の
で
あ

る
。そ

れ
に
よ
る
と
─
─
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
（
以
下
「
ナ
ル
プ
」
と
略

す
）
第
二
回
大
会
は
東
京
本
郷
の
仏
教
青
年
会
館
で
、
一
九
三
〇
年
四
月
六
日

午
前
十
時
か
ら
開
会
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、
直
前
に
な
っ
て
臨
席
警
官
の
干

渉
に
よ
り
議
案
書
の
一
部
抹
消
が
強
制
さ
れ
、
そ
の
抹
消
作
業
の
た
め
に
開
会

が
一
時
間
以
上
遅
れ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
回
発
見
さ
れ
た
「
提
案
書
」
は
、
実
際
に
大
会
会
場
に

持
ち
込
ま
れ
、
そ
こ
で
墨
消
し
作
業
が
強
制
さ
れ
た
上
で
討
議
の
た
め
に
会
場

に
配
布
さ
れ
た
議
案
書
の
〝
付
録
〟
、
貴
司
の
「
提
案
書
」
現
物
の
一
冊
で
あ
る

こ
と
が
推
定
で
き
る
。

●
ナ
ル
プ
第
二
回
大
会
と
「
提
案
書
」

ナ
ル
プ
第
二
回
大
会
は
「
文
学
大
衆
化
問
題
」
が
議
論
さ
れ
た
大
会
と
し
て
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
史
に
記
憶
さ
れ
て
い
る
。
前
記
山
田
清
三
郎
の
記
事
の
中

に
そ
の
大
会
の
議
題
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
は
ち
─
─

一
、
開
会
の
辞
（
立
野
信
之
）

二
、
議
長
副
議
長
選
出

三
、
大
会
書
記
任
命

四
、
友
誼
団
体
祝
辞

五
、
同
盟
報
告
（
山
田
清
三
郎
）

六
、
作
家
活
動
報
告

（
イ
）
小
説
（
立
野
信
之
）

（
ロ
）
戯
曲
（
久
板
栄
二
郎
）

（
ハ
）
詩
（
中
野
重
治
）

（
ニ
）
児
童
文
学
（
猪
野
省
三
）

（
ホ
）
批
評
（
藏
原
惟
人
代
中
野
重
治
）

七
、
役
員
選
衡
委
員
選
出

八
、
中
央
委
員
会
提
出
議
案

（
一
）
一
般
活
動
方
針
（
川
口
浩
）

『フェンスレス』オンライン版 第4号（2016/09/20発行） 
 占領開拓期文化研究会 senryokaitakuki.com



137

（
二
）
報
告
文
学
（
鹿
地
亘
）

（
三
）
同
人
雑
誌
聯
盟
組
織
（
鹿
地
亘
）

（
四
）
綱
領
及
び
規
約
変
更
（
川
口
浩
）

（
五
）
「
戦
旗
」
三
千
円
基
金
募
集
（
壺
井
繁
治
）

九
、
同
盟
員
提
出
議
案

（
一
）
文
学
大
衆
化
の
問
題
（
貴
司
山
治
）

（
二
）
同
盟
員
統
制
（
同
）

（
三
）
作
品
研
究
会
設
置
（
同
）

（
四
）
機
関
紙
発
行
（
同
）

…
…
以
下
略

な
ど
と
あ
り
、
こ
の
九
番
目
の
「
同
盟
員
提
出
議
案
」
と
い
う
四
項
目
が
、
本
資

料
に
一
致
す
る
。
し
か
し
、
山
田
文
書
で
は
、
こ
の
「
同
盟
員
提
出
議
案
」
に
つ
い

て
は
言
及
が
な
く
、
ど
の
よ
う
な
討
議
が
あ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
唯
一
、

今
回
発
見
さ
れ
た
「
提
案
書
」
（
大
会
議
事
録
附
録
）
が
、
提
案
の
内
容
を
具
体

的
に
伝
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

●
ナ
ル
プ
第
二
回
大
会
前
後
の
大
衆
化
論
争
の
推
移

こ
の
「
提
案
書
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
前
記
山
田
清
三
郎
が
『
日
本
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
芸
理
論
の
発
展
』
（
叢
文
閣
、
一
九
三
一
年
一
月
）
で
要
約
し
て
い

る
。
─
─

わ
が
左
翼
文
芸
の
陣
営
は
、
す
で
に
一
応
解
決
さ
れ
た
か
の
如
く
に
見
え

た
『
文
学
大
衆
化
』
の
問
題
を
、
こ
こ
に
再
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機

会
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
直
接
的
動
機
と
な
っ
た
も
の
は
、
同
志
貴

司
山
治
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

作
家
同
盟
中
央
委
員
会
の
方
針
に
対
す
る
反
対
意
見
の
提
出
で
あ
る
。

ま
た
貴
司
自
身
、
戦
後
、
尾
崎
秀
樹
と
の
対
談
（
「
私
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
」

『
文
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
三
月
号
）
の
中
で
─
─

（
＊
第
二
回
大
会
の
前
）
自
分
（
＊
貴
司
）
の
考
え
を
来
て
話
せ
と
い
う
こ
と
に

な
っ
て
、
中
央
委
員
会
に
呼
ば
れ
た
…
…
場
所
は
下
落
合
の
片
岡
鉄
兵
の

家
で
…
…
片
岡
鉄
兵
、
徳
永
直
、
鹿
地
亘
、
川
口
浩
、
山
田
清
三
郎
、
中
野
重

治
、
立
野
信
之
が
い
ま
し
た
…
…
文
学
大
衆
化
の
問
題
に
つ
い
て
…
討
論

会
を
や
っ
た
わ
け
で
す
。
引
続
き
、
そ
れ
を
四
、
五
回
や
っ
た
か
な
。

と
述
べ
て
お
り
、
さ
ら
に
大
会
の
あ
と
で
も
議
論
が
続
き
─
─

…
…
私
は
中
央
委
員
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
大
衆
化
問
題
の
続
き

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
四
月
ご
ろ
か
ら
四
、
五
回
ぐ
ら
い
中
央
常

任
委
員
会
で
そ
れ
を
討
論
し
た
ん
で
す
。

と
述
懐
し
て
い
る
。

こ
の
、
大
会
後
の
中
央
常
任
委
員
会
ら
し
き
会
合
で
の
議
論
の
様
子
は
、
江
口

渙
が
極
め
て
具
体
的
に
、
『
た
た
か
い
の
作
家
同
盟
記
─
─
わ
が
文
学
半
生
記
・

後
編

上
』
（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
六
六
年
八
月
）
に
書
き
留
め
て
い
る
。

た
し
か
第
二
回
大
会
が
す
ん
だ
あ
と
の
四
月
も
お
わ
り
に
近
い
天
気
の
い

い
暖
か
い
日
だ
っ
た
と
お
ぼ
え
て
い
る
。
…
…
中
央
委
員
の
大
部
分
が
下

落
合
の
片
岡
鉄
平
の
家
に
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
。
…
…
討
論
の
中
心
的

な
対
象
者
で
あ
る
貴
司
山
治
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
野
重
治
、
立
野
信

之
、
大
宅
壮
一
、
藏
原
惟
人
、
壺
井
繁
治
、
鹿
地
亘
、
江
口
渙
、
窪
川
鶴
次
郎
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な
ど
の
顔
が
そ
ろ
う
。

（
＊
大
宅
壮
一
の
発
言
・
お
そ
ら
く
『
講
談
倶
楽
部
』
一
九
二
八
年
七
月
号
に
掲
載
の
貴
司

山
治
「
獅
子
を
殺
す
男
」
に
つ
い
て
）
「
争
議
団
の
闘
士
が
社
長
の
大
資
本
家
の
家

に
お
し
か
け
て
い
っ
て
、
玄
関
に
つ
な
い
で
あ
る
用
心
棒
の
ラ
イ
オ
ン
を

い
き
な
り
撲
り
殺
す
と
こ
ろ
が
あ
る
な
。
あ
ん
な
の
い
か
に
何
で
も
で
た
、
、

ら
め
す
ぎ
る
じ
ゃ
な
い
か
」

、
、

（
＊
貴
司
）
「
し
か
し
、
き
み
。
あ
あ
い
う
事
を
書
く
と
読
者
が
と
て
も
よ
ろ

こ
ぶ
ん
だ
」

「
読
者
が
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
と
、
そ
の
作
品
が
い
い
か
悪
い
か
は
別
問
題
だ

よ
」

と
だ
れ
か
が
い
う
。

「
で
も
、
読
者
が
よ
ろ
こ
ん
で
読
ん
で
く
れ
な
い
も
の
を
い
く
ら
書
い
て
も

し
よ
う
が
な
い
じ
ゃ
な
い
か
」

（
＊
「
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
」
に
つ
い
て
の
壺
井
繁
治
の
発
言
）
「
…
…
争
議
団
の
闘
士
が

ス
ト
ラ
イ
キ
を
ぶ
ち
こ
わ
し
に
来
た
暴
力
団
の
親
分
を
斬
り
つ
け
、
闇
に

ま
ぎ
れ
て
逃
げ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ね
。
…
…
逃
げ
場
に
こ
ま
っ
て
い
き
な

り
橋
の
上
か
ら
隅
田
川
に
と
び
こ
む
。
…
…
闘
士
は
そ
の
と
き
た
ま
た
ま

橋
の
下
を
上
流
に
向
か
っ
て
通
る
汽
船
の
カ
ジ
に
つ
か
ま
っ
て
…
…
船
の

上
に
助
け
上
げ
ら
れ
る
。
…
…
そ
の
若
い
船
頭
は
ま
え
に
徳
島
県
の
塩
田

労
働
組
合
の
争
議
の
と
き
、
そ
の
助
け
上
げ
ら
れ
た
闘
士
の
身
代
わ
り
に

な
っ
て
留
置
場
に
二
か
月
も
ぶ
ち
こ
ま
れ
た
こ
と
の
あ
る
同
じ
青
年
同
盟

の
同
志
で
あ
っ
た
と
わ
か
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
だ
ろ
う
」

「
う
ん
。
あ
る
よ
。
そ
れ
が
ど
う
し
た
」
…
…

「
世
の
中
に
あ
ん
な
都
合
の
い
い
ま
わ
り
合
わ
せ
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
る

も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
う
な
。
…
…
わ
れ
わ
れ
の
文
学
で
は
あ
ん
な
ふ
う
に

偶
然
性
の
上
ば
か
り
に
の
っ
か
っ
て
事
件
が
飛
躍
す
る
の
で
は
な
く
っ

て
、
も
っ
と
リ
ア
ル
に
問
題
を
発
展
さ
せ
な
く
っ
て
は
い
け
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
ぼ
く
は
思
う
ん
だ
が
ね
」

…
…
貴
司
山
治
は
ひ
ど
く
ふ
き
げ
ん
に
な
っ
て
…
…
に
わ
か
に
黙
り
こ

ん
で
し
ま
っ
た
。

…
…
帰
り
は
貴
司
山
治
と
い
っ
し
ょ
だ
っ
た
。
（
＊
江
口
と
貴
司
は
同
じ
吉
祥

寺
に
住
ん
で
い
た
）

「
き
ょ
う
の
討
論
は
な
か
な
か
さ
か
ん
だ
っ
た
ね
」
と
い
う
と
、
貴
司
山
治

は
そ
れ
に
答
え
ず
た
だ
ひ
と
言
、

「
壺
井
と
い
う
男
は
バ
カ
だ
ね
」
…
…

と
吐
き
捨
て
る
よ
う
に
い
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

昭
和
五
年
の
大
衆
化
論
争
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
問
題
意
識
で
論
議
さ

れ
て
い
た
の
か
が
、
ど
ん
な
論
文
よ
り
も
分
か
り
や
す
く
見
え
て
く
る
一
文
で

あ
る
。

●
大
衆
化
論
争
の
帰
結

「
提
案
書
」が
提
出
さ
れ
た
作
家
同
盟
第
二
回
大
会
の
三
ヶ
月
後
、
『
戦
旗
』（
第

三
巻
第
十
号
）
に
大
衆
化
論
議
を
総
括
す
る
か
の
如
き
作
家
同
盟
中
央
委
員
会

の
「
芸
術
大
衆
化
に
関
す
る
決
議
」
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
芸
術
大
衆
化
決

議
」
と
題
し
な
が
ら
実
質
は
「
大
衆
化
を
拒
否
す
る
決
議
」
と
な
っ
て
い
る
。
要
約

す
る
と
─
─

①
何
等
か
の
特
別
な
大
衆
芸
術
の
形
式
が
存
在
す
る
か
の
如
き
は
幻
想
で

あ
る
。
意
識
水
準
の
低
い
大
衆
を
目
安
に
す
る
大
衆
芸
術
で
は
「
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
を
割
合
ゆ
る
や
か
に
」
水
を
割
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
い
う
の
は

誤
り
で
あ
る
。

②
在
来
の
リ
ア
リ
ズ
ム
も
通
俗
化
さ
れ
た
大
衆
芸
術
も
共
に
、
実
生
活
の
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基
礎
を
失
っ
た
芸
術
形
式
で
あ
る
。
過
去
の
形
式
が
直
ち
に
我
々
の
形

式
と
な
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。

③
芸
術
大
衆
化
の
唯
一
の
目
的
は
、
広
汎
な
労
働
者
及
び
農
民
大
衆
の
中

に
、
革
命
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
浸
透
せ
し
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
仮

に
あ
る
作
品
が
如
何
に
多
く
の
大
衆
の
反
響
を
獲
ち
得
た
に
し
て
も
、

若
し
そ
れ
が
革
命
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て

大
衆
を
捉
え
た
の
で
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
よ
う
な
大
衆
化
は
全
く
無
意

義
で
あ
る
。

結
局
貴
司
の
い
う
「
文
学
大
衆
化
」
と
作
家
同
盟
幹
部
の
考
え
た
「
大
衆
化
」
と

は
、
噛
み
合
う
こ
と
の
な
い
別
世
界
の
想
念
だ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
昭

和
五
年
と
い
う
時
点
で
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
運
動
の
一
つ
の
姿
を
伝
え
る
資

料
で
あ
る
。

『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
第
二
回
大
会

貴
司
山
治
自
筆
提
案
書
』

書
き
起
こ
し
（
伊
藤

純
）

凡

例
・
仮
名
遣
い
な
ど
、
す
べ
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

・
墨
消
し
部
分
は
「
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
」
で
示
し
た
。

（
表
紙
）『

大
会
議
事
録
』
附
録

（
２
頁
）

同
盟
員
提
出
議
案

一
、
文
学
大
衆
化
の
問
題

貴
司

山
治
提
出

一
、
統
制
に
関
す
る
件

同

一
、
作
品
研
究
會
設
置
の
件

同

一
、
機
関
誌
発
行
の
件

同

（
３
頁
）文

学
大
衆
化
の
問
題

提
案
説
明
書

貴
司

山
治

は
し
が
き

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
こ
の
大
会
の
直
前
、
大
宅
壮
一
、
徳
永
直
、
私
な
ど
が

特
に
に
中
央
委
員
会
へ
よ
ば
れ
て
行
っ
て
、
い
ひ
た
い
だ
け
い
ふ
と
い
っ
た
懇

マ
マ

談
の
形
で
議
論
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
中
央
委
員
会
と
、
特
に
私
と
の
議

論
が
違
っ
た
。

そ
れ
を
時
間
が
た
り
な
い
た
め
に
あ
と
十
分
討
論
を
つ
く
す
機
会
が
な
く
な
っ
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た
。
で
、
お
前
の
い
ふ
こ
と
は
、
別
に
議
案
と
し
て
大
会
へ
提
出
し
ろ
と
い
ふ
中

央
委
員
会
の
命
令
で
あ
る
。
私
は
一
同
盟
員
の
自
由
討
論
の
た
め
に
、
中
央
委
員

会
が
し
か
く
深
切
な
手
続
を
と
ら
れ
た
こ
と
を
同
盟
員
と
し
て
感
謝
す
る
所
で

あ
る
。
─
─
そ
こ
で
私
は
自
分
の
考
へ
の
そ
の
後
の
考
へ
方
を
も
つ
け
加
え
て
、

私
の
提
案
の
趣
旨
を
な
る
た
け
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
問
題
は
一
昨
年
度
に
於
い
て
解
決
さ
れ
て
ゐ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
大
衆
化
の
問
題
は
作
家
同
盟
内
で
は
一
昨
年
度
（
一
九
二

八
年
）
に
於
て
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（
４
頁
）

大
体
正
し
く
論
議
さ
れ
て
ゐ
る
と
思
ふ
。
こ
の
年
の
議
論
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
はプ

ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
文
学
の
問
題

林

房

雄

い
は
ゆ
る
「
芸
術
の
大
衆
化
」
に
つ
い
て

藏
原
惟
人

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
確
立
運
動
と
大
衆
の
直
接
的
ア
ヂ
プ
ロ

同

解
決
さ
れ
た
問
題
と
新
し
い
問
題

中
野
重
治

之
等
を
通
じ
て
行
は
れ
た
議
論
を
要
約
す
る
と
、
一
九
二
八
年
以
来
、
大
衆
的
に

発
展
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
政
治
活
動
の
必
要
に
、
お
の
づ
と
動
員
さ
れ

た
文
学
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
活
動
の
影
響
を
大
衆
に
向
っ
て
拡
大
伝
播

し
、
又
あ
ら
ゆ
る
社
会
現
象
の
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
を
急
速
に

自
覚
し
た
結
果
、
今
迄
の
わ
れ
〳
〵
の
作
品
行
動
を
、
よ
り
強
力
に
大
衆
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

之
、
大
衆
化
論
の
起
源
で
あ
っ
て
、
わ
れ
〳
〵
は
そ
の
大
衆
化
の
方
法
を
よ
り

正
し
く
決
定
せ
ん
が
た
め
に
一
応
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
の
定
義
的
吟
味
に
迄

遡
っ
た
。

そ
し
て
そ
こ
か
ら
今
迄
「
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
を
本
来
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
」
と
し
「
比
較
的
単
純
な
比
較
的
初
歩

的
な
内
容
に
よ
っ
て
幾
百
万
の
大
衆
を
感
動
せ
し
め
得
る
や
う
な
作
品
」
を
そ
う

で
な
い
大
衆
的
よ
み
物
と
思
っ
て
ゐ
た
こ
と
が
間
違
ひ
で
で
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

マ
マ

（
５
頁
）

実
は
そ
の
ど
ち
ら
も
が
本
来
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
、

結
論
を
見
出
し
た
。
即
ち
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
は
本
質
と
し
て
大
衆
的
な
も
の

で
あ
り
、
大
衆
的
で
な
く
し
て
は
、
そ
の
本
質
的
存
在
の
あ
り
え
な
い
も
の
だ
と

い
ふ
こ
と
が
見
出
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

で
わ
れ
〳
〵
の
表
現
形
式
を
切
実
に
大
衆
化
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
ゝ
か

と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
進
ん
で
、
中
野
重
治
は
「
取
り
か
か
る
べ
き
仕
事
の

問
題
」
と
し
て
、
わ
れ
〳
〵
の
作
品
が
労
働
者
農
民
の
間
に
現
実
に
ど
の
程
度
に

う
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
を
、
一
定
の
方
法
に
よ
っ
て
判
定
し
、
そ
れ
を
一
定
の
方

針
で
セ
イ
リ
し
つ
ゝ
よ
り
真
実
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
た
め
の
芸
術
を
育
て

上
げ
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
ひ
、
之
が
芸
術
大
衆
化
問
題
を
具
体

的
に
解
決
す
る
発
足
点
だ
と
説
い
た
。

即
ち
大
衆
化
の
問
題
は
実
践
上
の
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

二
、
実
践
の
欠
如
が
問
題
を
紛
糾
さ
せ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
昨
年
度
（
一
九
二
九
年
）
に
お
い
て
は
、
こ
の
問
題
が
恰
も
わ
れ
〳
〵

の
間
に
何
等
の
解
決
も
も
た
ら
さ
れ
て
な
き
が
如
き
様
子
で
中
心
の
問
題
と
な

っ
た
観
が
あ
っ
た
。
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こ
の
原
因
は
明
瞭
で
あ
る
。

即
ち
前
項
に
明
ら
か
な
通
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
は
本
来
大
衆
的
な
形
式

の
下
に
存
在
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
も
係
ら
ず
、
亦
わ
れ
〳
〵
は
そ

う
で
あ
る
こ
と
を
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（
６
頁
）

承
認
し
て
ゐ
る
に
も
係
ら
ず
、
実
際
は
相
変
ら
ず
自
然
主
義
文
芸
の
様
式
の
残

滓
を
多
分
に
混
淆
せ
る
知
識
階
級
本
位
の
形
式
を
用
ゐ
て
そ
の
作
品
を
書
い
た

か
ら
で
あ
る
。
即
ち
ル
ナ
チ
ャ
ル
ス
キ
ー
の
言
葉
で
い
へ
ば
「
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
」
の
生
産
に
固
執
し
た
か
ら
「
初
歩
的
な
百
万
の
大
衆
」

乃
至
は
そ
れ
の
文
化
的
利
益
を
代
表
す
る
各
層
か
ら
の
相
当
烈
し
い
大
衆
的
非

難
に
当
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
紛
糾
の
観
は
こ
ゝ
に
あ
っ
た
の
だ
と
思

ふ
。従

っ
て
今
年
も
之
が
問
題
と
な
る
な
ら
ば
、
こ
ゝ
か
ら
出
発
す
る
で
あ
ら
う
し

又
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
。

我
々
は
我
々
の
集
団
に
お
い
て
議
論
さ
れ
決
定
さ
れ
た
方
針
の
実
践
─
─
と

い
ふ
文
学
運
動
の
領
域
に
お
け
る
闘
争
の
中
に
速
か
に
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の

問
題
が
逐
次
正
当
に
解
決
し
て
い
く
筈
で
あ
る
。

三
、
行
動
綱
領
と
な
る
べ
き
事
項
に
つ
い
て
の
論
議

（
７
頁
）

で
我
々
は
当
面
の
問
題
を
実
践
に
必
要
な
る
行
動
綱
領
に
類
す
る
規
定
に
ま

と
め
、
大
会
が
決
定
し
、
中
央
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
積
極
的
に
運
用
す
る
こ

と
が
、
此
際
、
特
に
必
要
で
は
な
か
ら
う
か
と
考
へ
る
。

そ
の
た
め
に
私
は
次
の
や
う
な
事
項
に
亘
っ
て
「
綱
領
草
案
」
と
し
て
考
へ
て

み
た
。
討
論
的
陳
述
と
雑
居
し
て
ゐ
る
次
の
粗
雑
な
文
中
か
ら
、
も
し
有
用
な
も

の
が
要
約
さ
れ
う
る
な
ら
ば
幸
ひ
で
あ
る
。

（
一
）
我
々
は
「
複
雑
な
高
い
社
会
的
内
容
を
大
多
数
の
人
々
に
す
ら
感
動
せ
し
め

る
や
う
な
力
強
い
芸
術
的
単
純
さ
で
表
現
す
る
」
こ
と
及
び
「
比
較
的
単
純

な
比
較
的
初
歩
的
な
内
容
に
よ
っ
て
ゞ
も
い
ゝ
か
ら
幾
百
万
大
衆
を
感
動
せ

し
め
る
得
る
」
や
う
に
表
現
す
る
こ
と
を
我
々
の
作
品
行
動
の
中
心
と
し
て

努
力
す
る
。

知
識
階
級
に
向
け
た
作
品
行
動
は
現
在
重
要
性
に
於
い
て
前
項
の
第
二
義

に
あ
る
も
の
と
考
へ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
カ
ッ
コ
内
の
前
項
の
二
つ

の
規
定
は
重
要
な
問
題
を
発
生
せ
し
め
る
と
思
ふ
。
そ
れ
は
あ
と
で
説
明

す
る
）

（
二
）
何
を
書
く
べ
き
か
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
「
大
会
議
事
録
」
中
「
小
説
に
関

す
る
報
告
」
の
中
で
、
描
く
べ
き
題
材
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
ゐ
る
題
材
に
主

力
を
注
ぐ
こ
と
。
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（
８
頁
）

（
三
）
又
、
我
々
は
我
々
の
作
品
行
動
に
当
っ
て
、
ま
づ
筆
を
と
る
前
に
そ
の
対
象

を
を
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
か
ゝ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

書
い
て
さ
へ
お
け
ば
今
よ
ま
れ
な
く
と
も
い
つ
か
は
ど
の
階
級
層
か
の
間
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で
よ
ま
れ
る
だ
ら
う
と
い
ふ
や
う
な
、
ま
ん
然
た
る
態
度
で
書
く
こ
と
を

や
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
で
わ
れ
〳
〵
の
作
品
の
目
標
と
す
る
「
大
衆
」
を

階
級
に
従
っ
て
ま
づ
労
働
階
級
と
農
民
階
級
に
わ
け
て
認
識
し
な
る
べ
く

お
の
〳
〵
の
場
合
に
は
、
そ
の
階
級
に
適
当
す
る
題
材
を
持
ち
込
む
や
う

に
す
る
。

そ
し
て
、
両
階
級
を
通
じ
て
そ
の
発
達
に
応
じ
て
組
織
層
に
向
か
っ
て
は

な
る
だ
け
「
複
雑
な
高
い
社
会
的
内
容
を
力
強
い
芸
術
的
単
純
さ
で
表
現
し

た
」
も
の
を
持
ち
込
み
（
戦
キ
（
＊
『
戦
旗
』
）
に
書
く
場
合
な
ど
が
之
に
該
当

す
る
と
思
ふ
）
未
組
織
層
に
向
っ
て
は
「
比
較
的
単
純
な
、
比
較
的
初
歩
的

な
内
容
に
よ
る
作
品
を
持
ち
込
む
や
う
に
努
力
す
る
。

こ
の
考
へ
方
は
「
初
歩
的
内
容
」
（
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
考
へ
る
）
の
作
品
を
認
め
る
点
に
お
い
て
、
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

「
大
会
議
事
録
」
の
空
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（
９
頁
）

気
に
相
反
す
る
如
く
み
ゆ
る
の
を
、
進
ん
で
指
摘
し
て
置
き
た
い
。
私

の
考
へ
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
の
強
化
と
い
ふ
こ
と
は
、
質
的
に
考
へ

ら
れ
る
の
と
共
に
量
的
に
も
観
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

ふ
。
そ
し
て
、
質
的
の
強
化
と
い
ふ
こ
と
は
、
現
在
の
社
会
に
於
い
て

よ
ほ
ど
困
難
な
制
約
を
も
伴
っ
て
く
る
。
即
ち
検
閲
制
度
か
ら
の
一

大
制
肘
で
あ
る
。
質
的
強
化
は
、
理
想
的
で
は
あ
っ
て
も
そ
れ
を
抹

マ
マ

殺
す
る
権
力
機
関
が
一
方
に
儼
存
す
る
以
上
現
実
的
に
は
、
あ
る
程

度
迄
し
か
実
現
さ
れ
え
な
い
。
無
限
の
強
化
は
作
品
活
動
に
は
到
底

行
は
れ
え
な
い
と
い
ふ
現
実
を
認
識
し
て
か
ゝ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
配
布
網
の
拡
大
強
化
を
以
て
幾
分
之
を
救
ひ
う
る
こ
と
は
事
実

で
あ
ら
う
。
（
＊
傍
線
は
赤
色
手
書
き
）

け
れ
ど
も
そ
れ
に
も
限
度
の
予

想
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
我
々
は
幾
多
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

刊
行
物
の
経
験
に
よ
っ
て
知
ら
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

非
常
に
文
化
的
水
準
の
低
い
─
─
例
へ
て
い
へ
ば
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大
衆

文
学
の
膝
下
に
眠
れ
る
百
万
の
未
組
織
大
衆
に
は
高
い
複
雑
な
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
を
受
け
入
れ
る
力
は
な
い
で
あ
ら
う
。
そ

の
時
か
れ
ら
が
受
け
入
れ
う
る
「
比
較
的
単
純
な
比
較
的
初
歩
的
な
」

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
を
以
て
か
れ
ら
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大

衆
文
学
の
影
響
下
か
ら
こ
ち
ら
へ
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

10

獲
得
す
る
作
品
を
書
く
仕
事
は
─
─
「
戦
旗
」
を
通
じ
て
行
は
れ
る
可

な
り
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
、
又
当
面
の
重
要
性
の
少
い
仕
事
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
そ
う

い
ふ
仕
事
は
「
複
雑
な
高
い
」
内
容
を
受
け
入
れ
う
る
先
進
労
農
層
（
組

織
層
）
を
ア
ジ
プ
ロ
す
る
文
学
の
仕
事
よ
り
も
意
義
が
少
く
、
又
そ

れ
は
「
作
品
の
内
容
を
も
っ
と
も
後
れ
た
農
民
或
は
労
働
者
の
水
準
に

ま
で
低
下
さ
せ
る
」
（
藏
原
の
言
葉
）
と
い
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
排
撃

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
ら
う
か
？

藏
原
は
こ
の
こ
と
に
関
し
て
「
過
程
的
」に
さ
や
う
な
低
い
「
大
衆
を

目
安
に
す
る
芸
術
」
と
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
芸
術
と
の
区
別
と
そ
の
必
要
を
必
然
的
に
認
め
、
そ
し
て
双

方
共
「
芸
術
的
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
」
と
い
っ
て
ゐ
る
。
同
時

に
「
真
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
衆
芸
術
は
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
私
は
こ
ゝ
で
藏
原
の
本
意
が
十
分
に
わ
か
ら

な
い
の
で
あ
る
。
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
「
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
」
あ
ら
は
れ
る

如
上
二
つ
の
型
の
芸
術
を
、
芸
術
で
あ
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
と
（
＊

次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

11

い
ひ
つ
つ
も
「
過
渡
的
な
何
等
か
劣
っ
た
芸
術
で
あ
る
」
と
い
ふ
風
に

考
へ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
？

も
し
さ
う
だ
と
仮
定
す
る
と
、
藏
原
の
現
実
を
把
握
す
る
弁
証
法

的
方
法
が
そ
こ
で
は
曇
っ
て
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
ふ
の
で

あ
る
。

我
々
は
問
題
を
飽
く
迄
も
我
々
の
現
実
か
ら
離
し
て
は
な
ら
な
い

と
思
ふ
。
我
々
は
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

ど
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
も
大
衆
の
中
に
お
く
れ
た
層
と
進
ん
だ

層
の
あ
る
こ
と
は
凡
そ
事
実
で
あ
る
。
現
在
は
尚
更
そ
の
通
り
に
な

っ
て
ゐ
る
。
我
々
は
進
ん
だ
層
へ
の
仕
事
（
戦
旗
読
者
層
の
組
織
の

仕
事
）
と
同
様
の
価
値
に
お
い
て
、
お
く
れ
た
層
へ
の
働
き
か
け
の

意
義
を
設
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
ら
う
か
？

お
く
れ
た
層

は
量
的
に
は
非
常
に
多
い
大
衆
で
あ
る
。
之
は
政
治
的
組
織
の
は
る

か
外
側
に
ゐ
る
大
衆
的
沃
野
で
あ
る
。
そ
し
て
政
治
的
に
さ
へ
又
経

済
的
さ
へ
組
織
さ
れ
て
ゐ
な
い
と
す
れ
ば
、
文
学
的
に
組
織
す
る
こ

と
な
ど
は
当
分
の
間
、
可
な
り
強
硬
に
不
可
能
で
あ
ら
う
。
と
い
ふ
こ

と
を
い
ひ
か
へ
れ
ば
こ
の
層
は
現
在
「
戦
旗
」
を
受
け
入
れ
う
る
文
化

的
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

12

水
準
を
持
た
な
い
広
汎
な
る
大
衆
で
あ
る
。

進
ん
だ
大
衆
層
へ
の
文
学
活
動
に
検
閲
制
度
の
強
力
な
る
制
肘
を

マ
マ

う
け
乍
ら
も
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
な
ら
ば
、
此
の
お
く
れ
た
広
汎
な
る
大
衆
へ
、
初
歩
的

な
、
ゆ
る
や
か
に
さ
れ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
を
注
入

す
る
文
学
的
活
動
は
、
か
か
る
「
強
化
」
を
増
量
す
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
の
解
消
を
図
る
危
険
な
る
企
て
で
あ
ら
う
か
？

ど
ち
ら
だ
ら

う
か
？

今
迄
だ
れ
か
ら
も
確
定
的
に
は
答
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
よ
う
に
思
ふ

こ
の
問
題
を
、
私
は
自
分
自
身
で
探
索
し
、
ゆ
る
が
せ
に
し
て
は
な
ら

な
い
必
要
な
る
仕
事
だ
と
考
へ
る
や
う
に
な
り
、
こ
の
「
も
っ
と
も
お

く
れ
た
層
」
に
対
す
る
文
学
活
動
を
、
む
し
ろ
「
文
学
大
衆
化
」
の
一
番

○

○

○

困
難
な
先
端
的
問
題
と
し
て
、
先
に
考
へ
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
私
自
身
の
経
験
か
ら
、
そ
の
表
現
形
式
の
出
発
点
と
な
し

う
べ
き
も
の
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大
衆
文
学
の
中
か
ら
見
出
し
た
。

こ
こ
で
ふ
れ
て
お
く
。

「
大
会
議
事
録
」
中
十
八
枚
目
の
批
評
に
関
す
る
報
告
の
「
芸
術
大

衆
化
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

13

の
問
題
」
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
二
つ
の
点
、
即
ち
私
が
「
議

事
録
に
対
す
る
質
問
書
」
で
ふ
れ
た

一
、
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

二
、
「
大
衆
化
の
名
の
下
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
に
「
講
談
社
的

形
式
」
を
導
き
入
れ
や
う
と
す
る
傾
向
、

の
二
項
で
あ
る
。
質
問
書
で
は
之
の
二
つ
共
、
傾
向
と
し
て
は
同

盟
の
ど
こ
へ
も
、
だ
れ
に
よ
っ
て
も
あ
ら
は
れ
て
ゐ
な
い
故
に
、

之
は
有
名
無
実
に
近
い
陳
述
だ
と
い
ふ
意
味
の
抗
議
を
呈
出
し

た
。
し
か
し
実
際
は
大
会
直
前
に
よ
ば
れ
て
行
っ
た
中
央
委
員

会
の
席
上
で
、
前
者
は
徳
永
直
に
よ
っ
て
発
言
さ
れ
、
後
者
は
私

に
よ
っ
て
発
言
さ
れ
た
こ
と
な
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
徳
永
の

場
合
は
、
こ
れ
を
理
論
と
し
て
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
可
な
り

ま
ん
然
と
質
問
的
に
そ
う
い
ふ
こ
と
を
い
っ
た
に
過
ぎ
な
い
の

で
、
こ
れ
を
直
ち
に
「
最
近
の
偏
向
」
な
ど
と
事
々
し
く
取
り
上

げ
て
こ
の
「
偏
向
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
い
ふ
迄
も
な
い
」
な
ど
と

一
蹴
し
去
ら
う
と
す
る
中
央
委
員
会
の
や
り
方
は
少
々
冷
酷
と

評
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

14

さ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
批
評
の
報
告
」
で
あ
る
以
上
、
＝
＝

＝
＝
＝
＝
批
評
家
の
態
度
と
し
て
ル
ナ
チ
ャ
ー
ル
ス
キ
イ
に
よ

っ
て
慫
慂
さ
れ
て
ゐ
る
「
兄
弟
の
や
う
に
親
切
に
」
若
き
未
熟
な

作
家
を
教
え
導
く
や
う
に
す
る
態
度
で
あ
ら
ん
こ
と
を
希
望
す

る
も
の
で
あ
る
。
後
者
の
私
の
発
言
に
該
当
す
る
（
二
）
に
至

っ
て
は
議
事
録
二
十
四
枚
目
「
報
告
文
学
に
関
す
る
件
」
の
記
述

中
、
大
衆
化
の
形
式
を
「
或
者
は
所
謂
大
衆
文
学
の
通
俗
的
手
法

に
依
存
し
よ
う
と
し
た
…
…
が
、
そ
れ
は
我
々
の
「
大
衆
化
」
に

お
け
る
誤
謬
で
あ
り
、
大
衆
的
形
式
に
関
す
る
社
会
的
根
拠
に

関
す
る
我
々
の
盲
目
を
物
語
る
」
と
い
ふ
言
葉
と
と
も
に
、
当
日

私
の
の
べ
た
、
又
の
べ
よ
う
と
し
た
正
当
な
意
味
に
殆
ど
あ
て

は
ま
っ
て
ゐ
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

殊
に
（
二
）
の
場
合
で
は
誤
解
と
無
理
解
が
甚
だ
し
く
殆
ん
ど

別
の
こ
と
を
い
っ
て
ゐ
る
。
之
れ
は
大
会
前
の
わ
ず
か
な
時
間

の
会
合
で
話
し
合
ひ
の
不
足
に
も
因
由
し
て
ゐ
る
こ
と
と
思

う
。

私
は
如
上
に
の
べ
る
通
り
「
お
く
れ
た
大
衆
層
」
へ
の
働
き
か
け
を
「
文

学
大
衆
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

15

化
」
の
一
番
尖
端
的
な
、
困
難
な
問
題
と
し
て
き
た
の
で
、
私
一
人
の

こ
と
を
い
は
せ
て
貰
ふ
な
ら
ば
、
私
が
東
京
毎
夕
新
聞
に
「
ゴ
ー
・
ス

ト
ッ
プ
」
を
書
か
う
と
し
た
一
九
二
八
年
六
月
頃
に
は
「
戦
旗
」
に
は
今

日
盛
ん
な
い
は
ゆ
る
「
報
告
文
学
」
は
ま
だ
全
然
姿
を
あ
ら
は
し
て
ゐ

な
か
っ
た
。
当
時
の
「
戦
旗
」
は
ま
だ
「
高
級
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
理
論
雑

誌
」
の
面
影
を
持
っ
て
ゐ
た
。

で
も
今
日
の
や
う
な
「
報
告
文
学
」
が
当
時
既
に
あ
っ
た
と
し
て
も
た

と
へ
ば
「
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
」
の
表
現
形
式
を
そ
こ
か
ら
適
確
に
見
つ

け
出
し
て
く
れ
る
と
は
速
断
で
き
な
い
。
「
報
告
文
学
」
中
に
も
或
一

婦
人
労
働
者
の
書
い
た
も
の
で
、
い
は
ゆ
る
「
講
談
社
的
形
式
」
よ
り

も
は
る
か
に
低
級
化
し
た
も
の
も
見
う
け
る
し
、
亦
可
な
り
高
級
な

知
識
階
級
的
意
識
の
露
出
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
之
に
対
し
て

は
通
信
員
の
身
元
調
べ
を
行
き
と
ど
か
せ
る
こ
と
が
先
決
問
題
と
し

て
果
た
さ
れ
な
け
れ
ば
組
織
的
に
我
々
の
仕
事
に
役
立
た
せ
ら
れ
な
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い
と
思
ふ
。
し
か
し
、
そ
こ
に
現
は
れ
て
ゐ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ィ
的
表
現

形
式
に
は
大
い
に
教
へ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
筈
だ
と
思
っ
て
調
べ

て
み
た
が
、
「
有
り
合
は
せ
の
社
会
主
義
的
常
識
」
が
一
番
多
く
拾
ひ

出
さ
れ
る
と
い
ふ
事
実
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
そ
れ
が
最
近
号
に
な
る
と
、

文
体
が
と
ゝ
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

16

の
ひ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
的
用
語
も
ふ
え
て
ゐ
る
。
之
が
果
し
て
先
進
的

労
働
者
農
民
の
記
述
と
す
れ
ば
こ
の
層
は
「
既
に
可
な
り
高
い
文
化
的

水
準
を
獲
得
し
た
」
層
で
、
む
し
ろ
戦
旗
を
通
じ
て
逆
に
「
太
陽
の
な

い
町
」
や
「
蟹
工
船
」
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
ゐ
は
し
ま
い
か
。

之
等
の
報
告
文
学
中
、
私
の
一
番
喜
ば
せ
ら
れ
た
の
は
殆
ん
ど
一

致
し
て
記
述
が
急
テ
ン
ポ
で
単
純
で
あ
る
と
い
ふ
現
象
だ
。
私
は
前

か
ら
こ
の
急
テ
ン
ポ
の
形
式
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
作
家
菊
池
寛
の
作
品
か

ら
み
つ
け
だ
し
、
単
純
さ
を
菊
池
及
び
中
村
武
羅
夫
か
ら
み
つ
け
だ

し
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
」
の
形
式
に
換
可
し
て
使
っ
て
ゐ
る
、
と

い
ふ
や
う
な
こ
と
を
参
考
に
申
し
の
べ
る
。

し
か
し
「
報
告
文
学
」
中
か
ら
は
、
構
成
的
な
小
説
の
文
章
に
必
要

な
形
式
が
ち
ょ
っ
と
見
出
し
か
ね
る
。
小
説
の
文
章
は
、
構
成
的
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
長
編
小
説
に
は
構
成
力
の

あ
る
言
葉
が
入
用
だ
。
そ
れ
ら
は
、
た
と
へ
ば
某
ブ
ル
ジ
ョ
ア
作
家
が

若
い
恋
人
と
別
れ
て
汽
車
に
の
っ
て
立
っ
て
行
く
男
の
気
持
を
、
汽

車
が
動
き
出
す
と
、
プ
ラ
ッ
ト
に
だ
ん
〳
〵
小
さ
く
な
っ
て
行
く
女

の
白
い
顔
を
見
て
「
あ
の
顔
だ
け
が
真
実
で
、
世
の
中
が
イ
カ
モ
ノ
に

な
っ
た
や
う
な
感
じ
が
し
た
。
」
と
い
ふ
手
短
か
な
言
葉
で
現
は
し
て

ゐ
た
が
、
私
は
こ
の
構
成
力
の
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

17

あ
る
洞
察
の
き
い
た
言
葉
は
労
働
者
に
も
わ
か
る
と
思
ふ
。
何
十
日

ぶ
り
か
で
苦
し
い
留
置
所
か
ら
出
て
来
た
労
働
者
が
、
い
き
な
り
春

の
夜
の
銀
座
の
角
に
で
も
ほ
り
出
さ
れ
た
場
合
の
感
じ
を
「
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
と
前
の

言
葉
を
換
化
し
て
表
は
す
と
す
る
。
私
な
ら
之
を
そ
の
ま
ゝ
ヂ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
を
通
じ
て
、
対
象
層
の
中
へ
送
り
こ
む
。
そ
し
て
何
等
か
の
方

法
で
直
接
の
反
響
を
き
こ
う
と
あ
せ
る
。
失
敗
し
て
ゐ
る
か
、
成
功
し

て
ゐ
る
か
。
成
功
し
て
ゐ
る
と
わ
か
れ
ば
そ
の
言
葉
は
も
う
試
験
済

だ
。
か
れ
ら
自
身
の
言
葉
に
換
化
し
て
行
っ
た
も
の
と
考
へ
た
い
。

又
、
神
田
伯
山
の
「
清
水
の
次
郎
長
」
の
中
に
黒
駒
の
勝
蔵
の
子
分

が
、
次
郎
長
の
所
へ
何
か
の
か
け
合
ひ
に
の
り
込
ん
で
行
っ
て
、
こ
っ

ぴ
ど
く
や
っ
つ
け
ら
れ
る
場
面
が
あ
る
。
そ
こ
は
大
衆
の
最
も
痛
快

を
感
ず
る
心
理
的
な
場
面
だ
。
伯
山
は
、
に
げ
て
か
へ
っ
て
、
親
分
勝

蔵
に
そ
れ
を
報
告
す
る
子
分
の
言
葉
に
よ
っ
て
も
う
一
度
そ
の
場
面

を
─
─
心
理
的
快
感
を
─
─
聴
衆
に
向
っ
て
再
演
す
る
。
次
郎
長
の

言
葉
が
敵
の
子
分
の
言
葉
に
変
っ
て
二
度
同
一
場
面
で
演
ぜ
ら
れ
る

構
成
法
、
そ
こ
に
ぴ
っ
た
り
あ
ら
わ
れ
て
く
る
言
葉
─
─
そ
れ
は
、
そ

の
構
成
法
が
争
議
団
代
表
者
が
資
本
家
と
会
見
す
る
切
迫
し
た
感
興

の
あ
る
場
合
を
団
員
に
そ
れ
を
報
告
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

18

す
る
か
れ
の
又
別
の
言
葉
で
再
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
者
の
感
情

の
沸
騰
を
二
重
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ら
う
が
、
そ
う
い
ふ
ぴ
っ

た
り
と
小
説
の
構
成
に
は
ま
る
言
葉
と
い
ふ
も
の
は
「
報
告
」
文
学
に
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は
そ
れ
の
書
か
れ
る
目
的
や
性
質
の
上
か
ら
殆
ん
ど
み
ら
れ
な
い
と

い
っ
て
い
ゝ
か
も
し
れ
な
い
。
で
、
こ
の
報
告
文
学
の
利
用
が
ほ
ん
の

断
片
的
な
手
が
か
り
や
暗
示
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ほ

ぼ
た
し
か
め
ら
れ
た
よ
う
に
思
は
れ
る
。
そ
れ
と
同
様
に
ブ
ル
ジ
ョ

ア
大
衆
文
学
の
形
式
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
の

有
用
だ
と
に
ら
ん
だ
一
部
、
一
断
片
を
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

＝
＝
＝
、
弁
証
法
の
手
続
な
り
に
よ
っ
て
我
々
の
畑
に
転
化
す
る
の

で
あ
る
。

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
形
式
の
中
に
ふ
く
ま
れ
る
」
と
い
っ
て
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
大
衆
文
学
」
の
「
形
式
」
を
そ
ん
な
に
や
た
ら
に
怖
が
る
気
構
へ
は
い

ら
な
い
こ
と
だ
と
思
ふ
。
我
々
は
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大
衆
文
学
の
形
式
」

位
に
ご
ま
か
さ
れ
な
い
だ
け
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

持
っ
て
い
ゐ
る
筈
で
あ
る
。
我
々
は
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
批
評
に
よ
っ

て
ト
ル
ス
ト
イ
か
ら
チ
ェ
ー
ホ
フ
か
ら
、
「
文
戦
」
の
作
品
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
そ
れ
に
相
応
し
た
客
観
的
価
値
を
ぬ
き
出
し
て
く
る
や
う
に
「
ブ

ル
ジ
ョ
ア
大
衆
文
学
」
か
ら
だ
っ
て
そ
れ
を
ぬ
き
出
し
て
く
る
術
を
知

っ
て
い
る
筈
で
あ
る
。
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

19

そ
し
て
何
故
私
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大
衆
文
学
」
の
形
式
を
そ
ん
な
に
問

題
と
す
る
か
と
い
ふ
理
由
は
そ
こ
に
は
い
か
な
る
文
学
形
式
の
下
に

お
け
る
よ
り
も
、
よ
り
多
く
の
大
衆
を
現
実
に
把
握
し
て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
大
多
数
の
読
者
を
吸
収
す
る
何
等
か
の
文
学
的

技
術
（
反
動
的
技
術
）
が
あ
る
の
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
反

動
的
文
学
技
術
の
内
、
質
的
換
化
の
な
し
う
る
技
術
が
あ
る
に
相
違

な
い
と
の
見
込
み
の
下
に
、
之
れ
を
し
ら
べ
よ
う
と
し
て
か
ゝ
る
の
で

あ
る
。

私
は
今
す
ぐ
「
戦
旗
」
に
組
織
で
き
な
い
「
お
く
れ
た
大
衆
」
に
ア
ジ

プ
ロ
す
る
よ
り
低
度
な
文
学
の
必
要
を
一
応
認
識
す
る
所
か
ら
、
当

時
の
条
件
の
下
に
、
特
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大
衆
文
学
の
形
式
だ
け
を
し

ら
べ
た
の
で
あ
る
。
今
日
の
報
告
文
学
の
如
き
も
の
の
発
生
し
て
ゐ

る
好
機
の
下
で
は
も
と
よ
り
之
を
し
ら
べ
に
か
か
る
こ
と
を
怠
り
は

し
な
い
積
も
り
で
あ
る
。
手
取
り
早
く
一
応
し
ら
べ
て
見
た
結
果
が
、

こ
れ
の
み
に
、
之
を
中
心
と
し
て
大
衆
化
の
形
式
を
出
発
さ
せ
る
こ

と
の
用
意
の
手
薄
さ
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
い
は
ゆ
る
大

衆
文
学
の
通
俗
的
手
法
に
依
存
し
よ
う
」
と
す
る
の
で
は
な
く
、
又
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
を
「
封
建
的
町
人
文
学
の
形
式
に
す
り
か
へ
ん
と

す
る
」
の
で
な
く
、
そ
れ
を
マ
ル
ク
ス
主
義
芸
術
家
ら
し
く
利
用
し
よ

う
と
す
る
私
の
従
来
と
っ
た
や
う
な
「
用
意
」
が
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

20

尚
か
つ
他
の
も
っ
と
有
効
な
「
用
意
」
に
も
併
用
せ
ら
れ
て
差
し
支
な

い
こ
と
を
悟
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
こ
こ
で
は
大
会
に
対
し
て
二
つ
の
こ
と
を
提
案
し
て
ゐ
る
。
即
ち
「
お
く

れ
た
層
」
へ
の
初
歩
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
を
し
か
注
入
で
き
な

か
っ
た
芸
術
の
正
当
な
る
役
割
を
設
定
せ
ん
と
す
る
案
と
、
「
報
告
文
学
」
の
形

式
が
我
々
の
正
し
い
唯
一
の
出
発
点
で
あ
る
と
論
断
せ
ん
と
す
る
こ
と
の
留
保

を
申
出
で
る
案
（
こ
の
こ
と
は
提
案
「
作
品
研
究
会
の
件
」
に
関
連
し
て
申
し
の

べ
る
）
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
大
会
の
大
衆
的
討
論
に
よ
っ
て
、
又
大
衆
的

決
議
に
よ
る
論
議
の
方
法
を
通
じ
て
、
正
当
に
決
定
さ
れ
ん
こ
と
を
切
望
す
る

次
第
で
あ
る
。
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（
四
）
次
に
も
し
私
の
右
の
提
案
が
認
め
ら
れ
る
の
な
ら
ば
、
作
品
行
動
の
「
場

所
」
の
問
題
が
よ
り
正
し
い
見
透
し
の
下
に
解
釈
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

即
ち
我
々
の
作
品
行
動
は
主
と
し
て
「
進
ん
だ
層
へ
」
の
た
め
に
は
「
戦

、
、
、
、

旗
」
、
戦
旗
社
か
ら
出
版
す
る
単
行
本
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
、
及
地
域
的
工
場
新
聞
雑
誌
、
同
盟
に
組
織
さ
れ
た
る
同
人
雑
誌
を

作
品
行
動
の
場
所
と
す
る
や
う
に
な
り
は
し
な
い
か
。

又
「
お
く
れ
た
層
」
へ
の
働
き
か
け
に
は
主
と
し
て
右
の
凡
て
の
場
合

、
、
、
、

の
外
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
新
聞
雑
誌
単
行
本
等
が
必
要
と
さ
れ
は
し
な
い

か
。
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

21

こ
の
区
分
は
厳
重
な
規
定
で
な
い
こ
と
は
勿
論
で
、
交
互
に
適
当
に

利
用
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

た
だ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
版
物
の
利
用
に
つ
い
て
議
事
録
は
消
極
的
な

防
御
的
態
度
を
と
っ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
私
の
考
へ
で
は

ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
版
物
中
、
自
由
主
義
的
諸
雑
誌
は
主
と
し
て
イ
デ
オ

ロ
ギ
イ
的
訓
練
の
あ
い
ま
い
な
知
識
階
級
層
に
、
又
そ
の
他
の
出
版

物
、
新
聞
等
は
主
と
し
て
「
お
く
れ
た
る
大
衆
層
」
に
ア
ヂ
プ
ロ
す
る

正
当
な
る
任
務
の
下
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
少
し
で
も
階
級
的
建
設
の
た
め
に
客
観
的
価
値
あ
る
凡
て
の

形
態
を
利
用
す
る
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
の
態
度
と
し
て
、
採

用
さ
る
べ
き
が
至
当
だ
と
考
へ
る
の
で
あ
る
。

「
議
事
録
」
で
は
、
こ
の
根
本
原
則
が
（
一
）
戦
旗
社
出
版
部
の
事
業

と
の
利
害
の
衝
突
と
い
ふ
こ
と
ゝ
（
二
）
従
来
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ヂ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
に
応
じ
て
行
っ
た
同
盟
員
中
の
一
部
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ

的
操
持
の
ル
ー
ズ
さ
に
対
す
る
反
感
な
ど
の
た
め
に
一
時
掩
ひ
か
く

さ
れ
て
ゐ
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
、
戦
旗
社
の
出

版
物
を
守
ら
ず
、
又
同
盟
員
た
る
左
翼
的
立
場
を
利
用
し
て
売
ら
ん

か
な
の
い
ゝ
加
減
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
の
制
作
に
専
念
す
る
も
の

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
許
せ
な
い
階
級
的
罪
悪
で
あ
る
で
あ
ら
う
。

（

頁
）

22

し
か
し
そ
れ
と
は
別
に
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
版
物
の
意
義
を
過
大
評
価
す

る
こ
と
は
日
和
見
主
義
へ
の
逸
脱
だ
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
版
物
を
通
じ

て
は
我
々
の
文
学
的
影
響
の
結
果
を
組
織
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
は
唯
そ
の
影
響
を
大
衆
の
中
へ
解
消
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
だ
」

と
い
ふ
議
事
録
の
意
見
は
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
十
二
分
に
そ
の
通

り
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
既
に
提
案
し
て
ゐ
る
通
り
、
組
織
は
出
来
な
く
と
も
、
歴
史
の
あ

る
重
要
な
る
時
期
に
お
い
て
、
広
汎
な
る
お
く
れ
た
大
衆
層
を
反
動
勢
力

群
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
を
前
以
て
防
ぎ
と
め
る
こ
と
に
役
立
つ
よ
う
、
彼

等
の
数
多
く
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
下
の
嗜
眠
状
態
か
ら
よ
び

さ
ま
せ
、
我
等
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
イ
の
盛
ら
れ
た
文
学
の
読
者
と
し
て
極
力

引
き
つ
け
て
お
く
こ
と
は
や
は
り
重
要
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

た
だ
我
々
同
盟
員
全
体
が
打
っ
て
一
丸
と
な
っ
て
戦
旗
社
の
出
版
事
業

に
動
員
さ
れ
全
然
他
に
割
く
べ
き
余
力
が
な
い
と
い
ふ
場
合
に
は
、
当
面

の
仕
事
の
た
め
に
之
の
仕
事
が
放
棄
さ
れ
よ
う
と
も
或
は
や
む
を
え
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
我
々
は
そ
ん
な
に
い
そ
が
し
く
は
な
い
よ
う

に
み
う
け
る
。
「
力
」
は
徒
ら
に
蓄
積
さ
れ
何
で
も
な
い
日
常
生
活
の
た
め

に
消
費
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
に
み
え
る
。

同
盟
は
戦
旗
社
が
消
化
し
剰
す
同
盟
員
の
「
力
」
の
大
き
な
過
剰
の
か
た
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ま
り
を
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

23
他
の
同
様
に
或
は
次
ぎ
に
重
要
な
る
べ
き
仕
事
に
向
か
っ
て
、
計
画
的
に

動
員
し
な
け
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
は
な
い
か
。
そ
の
た
め
に
は
中
央
委
員

マ
マ

会
は
同
盟
員
の
た
め
に
仕
事
を
を
組
織
す
る
義
務
が
あ
る
と
さ
へ
い
っ
て

マ
マ

も
い
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
戦
キ
社
の
出
版
事
業
に
追
随
し
た
（
と
の
み

は
云
え
な
い
が
…
…
）
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
版
業
者
の
最
近
の
傾
向
は
＝
＝
＝

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
劇
や
映
画
に

お
け
る
と
ほ
ゞ
同
様
、
か
れ
ら
の
コ
ン
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
の
利
益
に
転
換
で

き
る
こ
と
を
発
見
し
た
ゝ
め
の
現
象
で
あ
っ
て
、
か
ゝ
る
情
勢
の
中
で
戦
旗

社
出
版
当
事
者
が
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
か
ら
コ
ン
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
の

形
式
を
と
り
上
げ
た
以
上
、
忽
ち
資
本
主
義
的
自
由
競
争
の
現
実
に
さ
ら

さ
れ
る
の
は
当
然
の
勢
ひ
で
、
之
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
版
業
者
の
特
別
の
「
妨

害
」
と
で
も
、
も
し
み
な
す
や
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
、
〓
（
＊
一
字
不
明
）

ら
な
い
と
思
ふ
。

た
ゞ
同
盟
員
は
極
力
、
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
構
じ
、
こ
の
自
由
競
争
に
お
い

て
、
戦
旗
社
の
コ
ン
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
を
援
助
す
る
の
は
同
盟
員
と
し
て

む
し
ろ
名
誉
あ
る
義
務
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
必
要
の
た
め
に
ブ

ル
ジ
ョ
ア
・
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
利
用
を
徒
ら
に
「
過
大
評
価
し
て
ゐ
る
」

と
か
「
過
小
評
価
し
て
ゐ
る
」
と
か
見
通
し
な
き
こ
と
を
い
は
ず
、
そ
れ
を

弁
証
法
的
に
、
有
効
に
積
極
的
に
利
用
す
べ
き
事
を
主
張
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ら
う
か
？

（

頁
）

24
（
五
）
中
野
の
「
解
決
さ
れ
た
問
題
と
取
り
か
ゝ
る
べ
き
仕
事
」（
＊
中
野
重
治
「
解
決
さ

れ
た
問
題
と
新
し
い
仕
事
」
『
戦
旗
』
一
九
二
八
年
十
一
月
号
）
の
問
題
と
し
て
既
に
明

か
に
さ
れ
て
ゐ
る
方
法
の
実
行
に
よ
っ
て
、
報
告
文
学
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
大

衆
文
学
の
弁
証
法
的
利
用
か
ら
一
応
わ
れ
〳
〵
の
間
に
決
定
さ
れ
た
大
衆

的
形
式
の
大
衆
的
撿
覈
が
（
＊
一
般
に
は
「
檢

覈
」
＝
厳
し
く
調
べ
る
こ
と
）
企
て

け
ん
か
く

ら
れ
、
そ
こ
か
ら
大
衆
直
接
の
、
訓
練
に
よ
る
大
衆
の
芸
術
を
育
て
て
行
く

よ
う
に
す
る
こ
と
が
中
野
の
い
ふ
「
芸
術
大
衆
化
の
問
題
を
具
体
的
に
解
決

す
る
正
し
い
道
」
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
こ
の
こ
と
は
す
ぐ
に
、
こ
の
こ
と

の
た
め
に
、
作
品
研
究
会
設
置
の
提
案
に
関
連
し
て
く
る
。

統
制
に
関
す
る
件

提
案
説
明
書

ブ
ル
ジ
ョ
ア
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
需
要
を
有
す
る
同
盟
員
は
同
盟
員
中
の
ご
く

一
部
に
止
ま
っ
て
ゐ
る
。
既
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
ヂ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
階
級
的
利

用
の
必
要
が
決
定
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
─
─
わ
れ
〳
〵
は
之
の
状
態
に
対
し

て
、
十
分
統
制
の
手
を
加
へ
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
は
直
接
的
に
は
戦
旗
社
の
出
版
部
強
化
の
た
め
に
、
原
則
的
に
は
同
盟

員
の
作
品
（
＊
次
頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

25
行
動
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
市
場
に
お
け
る
金
銭
的
利
益
は
、
個
人
に
属
せ
ず
、
集
団
の

所
得
と
す
べ
し
と
い
ふ
正
し
い
思
想
の
延
長
と
し
て
、
資
本
主
義
的
原
則
に
よ

り
、
個
人
主
義
的
に
（
不
公
平
に
）
支
払
は
れ
る
そ
れ
ら
の
個
人
的
収
入
に
対

し
て
、
同
盟
が
、

一
定
割
合
に
よ
る
徴
収
を
行
ひ
、
そ
れ
を
同
盟
の
基
金
と
し
て
積
み
立
て
、

戦
旗
社
出
版
部
強
化
の
為
め
の
貸
出
し
、
そ
の
他
の
諸
活
動
に
活
用
す
る

（
＊
こ
の
三
行
は
や
や
大
文
字
）
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こ
と
を
、
大
会
に
於
て
、
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

少
く
と
も
こ
の
思
想
的
原
則
は
、
大
会
に
お
い
て
決
議
し
、
以
て
固
き
拘
束
力
と

な
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
し
て
同
時
に
実
行
部
は
、
同
盟
員
の
戦
旗
誌
上
か
ら
こ
ぼ
れ
お
ち
る
過

剰
の
力
を
ブ
ル
ジ
ョ
ア
出
版
物
、
組
織
さ
れ
た
る
同
人
雑
誌
、
地
域
的
工
場

新
聞
雑
誌
、
そ
の
他
す
べ
て
の
作
品
行
動
の
必
要
な
る
場
所
に
駆
り
出
す

役
目
を
も
な
す
べ
き
で
あ
る
。

（

頁
）

26

作
品
研
究
会
設
置
の
件

提
案
説
明
書

中
野
重
治
の
い
ふ
「
わ
れ
〳
〵
の
作
品
が
ど
の
程
度
に
大
衆
に
受
け
入
れ
ら
れ
た

か
を
一
定
の
方
法
に
よ
っ
て
測
定
し
て
そ
れ
を
整
理
し
て
よ
り
真
実
な
る
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
芸
術
を
育
て
上
げ
る
こ
と
に
役
立
て
る
科
学
的
な
方
法
を
探

求
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
作
品
の
研
究
を
行
ふ
常
置
的
な
研
究
キ
関
の
設
置
が
「
大

衆
化
の
問
題
」
の
重
要
な
一
翼
と
し
て
ぜ
ひ
必
要
で
あ
り
、
こ
ゝ
に
決
議
さ
る
べ

き
で
あ
る
と
思
ふ
。

機
関
誌
発
行
の
件

提
案
説
明
書

「
戦
旗
」
が
大
衆
的
に
発
展
し
て
、
今
で
は
之
は
大
衆
の
も
の
と
な
り
、
最
早
作
家

同
盟
の
機
関
紙
で
な
く
な
り
、
大
衆
の
直
接
的
な
意
志
感
情
の
表
現
機
関
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
会
則
の
一
部
変
更
が
提

案
さ
れ
、
文
学
理
論
の
討
議
、
作
品
批
評
の
掲
載
等
の
同
盟
の
内
部
活
動
（
＊
次

頁
行
頭
へ
）

（

頁
）

27
の
記
録
、
宣
伝
の
た
め
の
新
し
い
、
主
と
し
て
理
論
的
な
機
関
雑
誌
の
発
行
が
、

議
事
録
中
に
提
唱
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
大
会
は
直
ち
に
こ
の
こ
と
を
可
決
し
よ
う

で
は
な
い
か
。
そ
し
て
従
来
の
同
盟
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
都
合
で
こ
の
中
へ
収
録

し
て
し
ま
っ
て
も
い
ゝ
と
思
ふ
。
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